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基準３．教育課程 

 

３－１． 教育目的が教育課程や教育方法等に十分反映されていること。 

 

≪３－１の視点≫ 

３－１－① 建学の精神・大学の基本理念及び学生のニーズや社会的需要に基づき、学部、

学科又は課程、研究科又は専攻ごとの教育目的が設定され、学則等に定められ、かつ公表さ

れているか。 

３－１－② 教育目的の達成のために、課程別の教育課程の編成方針が適切に設定されてい

るか。 

３－１－③ 教育目的が教育方法等に十分反映されているか。 

 

【３－１．事実の説明】 

３－１－① 

＜人文社会学部＞ 

人文社会学部は、聖徳太子の仏教精神に基づき、幅広い教養と他者理解の感覚を備え、 

日本語および外国語による高いコミュニケーション能力を有し、社会貢献への使命感を持 

つ国際的職業人の育成を目指している。各学科・専攻には、広範で多様な学問領域を用意 

しつつ学科・専攻の特性に応じた専門性の高い科目も配置して、教養の涵養と専門性の深 

化という二つの目標を掲げている。また各職能に資すべき語学学習、実習等については、 

技能として確実に身に付くよう、特に丁寧な指導を心がけている。 

 

＜教育学部＞ 

本学では、開学以来、仏教精神に基づく「人間尊重」を目指してきた。この教育理念は、 

学校教員の養成を目的とする本学部にとって、とりわけ重要な教育目標ともなっている。 

本学部は、教職への強い使命感と幼児・児童・生徒への慈しみの心を共有しながらも、 

それぞれが自分の持ち味を発揮して教育活動に当たることができる教育職員、また、幼児・ 

児童・生徒に対しても、その一人ひとりの良さを見出し伸ばすことができる教育職員を養 

成することで、「人間尊重」の教育を具体化しようと努めてきた。もちろん、これに加えて、 

豊かな教養と人間性、教師たるに相応しい専門知識と教育技術を身に付けさせることは、 

教員養成を任務とする本学部の重要な教育目標である。しかも、学生時代にとどまらず、 

教職に就いた後も、こうした資質や能力を不断に高めることのできる教育職員を育てるこ 

とを目指している。これらは、学生のニーズであるばかりでなく、優れた教育力・指導力 

を持った教育職員を求める地域社会のニーズにも適っていると言えよう。 

本学部の中には、就学前教育と初等教育それぞれの役割を十分理解し、かつ両者のスム 

ーズな橋渡しのできる実践力を備えた小学校教員養成を目指す、「小学校・幼児教育コー 

ス」、国際化とインターネット時代に対応できる英語コミュニケーション能力をもち、中学 

校英語にも小学校英語教育にも対応でき、しかも一般の小学校教諭としても十分通用する 

力を持った教育職員を養成する「中学校英語・小学校コース」、さらには、けがや急病への 

応急処置はもとより、心の悩みのある児童・生徒への対応力や健康教育・ヘルスプロモー 

ションが具現化できる養護教諭および保健科教員養成を目標にした「保健教育コース」が 
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設置されている。（※平成 20 年 4 月設置） 

 

＜経営学部＞ 

経営学部では本学の建学の精神に則って仏教精神から経営倫理を体得した、倫理観のあ 

る健全かつ模範的な経営者および専門職業人を輩出することを目指すとともに、経営全般 

に関する知識と幅広い教養、さらにそれらを正しく生かす高い倫理観を基礎に、現状の問 

題や将来の課題に積極的に取組むことができる姿勢をもった模範的かつチャレンジ精神旺 

盛な人材、さらに次代を担うビジネスパーソンを養成することを目的とする。（※平成 20 年 

4 月設置） 

 

＜大学院＞ 

大学院では、社会福祉関係法制の改正等をふまえ、より高度な専門的理論・制度研究が 

必要とされる現状において、博士前期、後期課程ともに、「人間・仏教・福祉」をキーワー 

ドに、高い専門性、継続的な研究能力とすぐれたリーダーシップを身につけることを教育 

目標として、教育課程や教育方法等に十分反映されている。 

 

３－１－② 

前述３－１－①の各学部の教育目的・目標達成のために、各課程別の編成方針が適切に 

設定されているかについては、本学のカリキュラムは「基礎教育科目」「共通教育科目」「 

専門教育科目」の３本柱により、教養教育と専門教育とがバランスよく配置され、学生の 

ニーズに対応するものとなっている。さらには学生が他学部、他学科の専門教育科目も履 

修できるように「他学部・他学科科目」を開講し、学生のより幅広い学びの要求に応える 

ようにしている。その他、教職に必要な科目も開講している。 

各学科・専攻のカリキュラム編成方針については次のとおりである。 

 

＜人文社会学部＞ 

○ 仏教学科では、仏教の学問的学習と研究のために、基本語学としてサンスクリット語 

文法と講読、およびパーリ語とチベット語を基礎科目に置いている。これらを各分野の 

演習・講読の時間に展開し、インド、中国（チベット仏教を含む）、日本の各分野に大別 

して学習科目を編成している。日本仏教では、各宗派の歴史と教理が選択できるように 

時間を編成している。（※平成 20 年 4 月から学生募集停止） 

○ 言語文化学科日本語日本文化専攻では、日本語・日本文化・日本史・日本文学の各領 

域において、基本から応用へという段階を経た授業を展開している。また、授業の運営 

にあたっては、講読演習形式のものを多く配置し、学生が自主的に学修に取り組む姿勢 

を涵養している。教育の目的としては、「国語のプロ」としての高い日本語運用能力と、 

すぐれたコミュニケーション能力の育成とを揚げており、専任教育職員の担当する授業 

科目すべてにおいて、この能力を取得させるべく様々な工夫がなされている。 

○ 言語文化学科中国語アジア文化専攻では、「語学（中国語）」と「文化」とを二本柱と 

して教育課程を編成している。語学においては、１、２年次を基礎的能力の養成、３年 

次以降を発展とし、中国語能力検定・漢語水平考試（ＨＳＫ）の成果を客観的な目安と 
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して、学年ごとに到達目標を設け、語学力の向上を目指す。文化においては、１年次に 

アジア文化に対する幅広い理解を得た上で、２年次以降に中国をはじめとするアジアの 

文化に対するより専門的な知識を習得する。（※平成 20 年 4 月設置） 

○ 言語文化学科英語英米文化専攻および英語文化学科では、建学の精神に基づく教育は 

「仏教Ⅰ～Ⅳ」や専門教育科目の授業運営の中でも取り組んでいる。専門に関連した科 

目では、特に１、２年次に「読・聞・話・書」の総合的な英語運用能力を身に付け、（英 

語文化学科では従来以上に「読解」重視を進めることに軸足を置いた総合力向上を目指 

す。）３、４年次で学識や英語力の理解も含めたトータルな人材育成を図ることとしてい 

る。また、外国人講師が担当する授業により、コミュニケーションに関して、単なる知 

識にとどまらない理解力や応用力も含めた実践的な英語力向上にも努めている。 

（※英語文化学科 平成 20 年 4 月設置） 

○ 言語文化学科アラビア語アラビア文化専攻は、教育課程編成方針を次の２点に置いて 

いる。第１点はアラビア語の習得、第２点はアラビア語を素養とする専門知識の獲得で 

ある。そのため１、２年次に集中してアラビア語を学ぶための授業を組み、３、４年次 

に専門的分野を学ぶ科目を配している。語学力を充実させ広い視野を持てるようにアラ 

ブ諸国への留学を奨めている。各国政府の奨学生として選抜されて学ぶことのできる充 

分な力をつけるカリキュラム編成となっている。（※平成 20 年 4 月から学生募集停止） 

○ 社会学科では、社会学の研究領域は極めて幅広いため、「人間・社会」「マスメディア・ 

国際」「社会システム・ビジネス」「心理」の４つの主要領域を設けている。また、１年 

次に社会学科での学びへの導入を目的とした演習と４領域の基礎科目を、２年次からは 

興味ある領域を集中して学ぶ。３、４年次には演習で、より専門的な研究方法、調査方 

法、資料収集方法を実践、習得し、分析・発表能力を高め、さらに、卒業研究・卒業論 

文の作成を行うことができるようにカリキュラムを編成している。 

○ 人間福祉学科社会福祉専攻は、隣接する社会福祉法人四天王寺福祉事業団（四天王寺 

悲田院）を中心とした各種社会福祉施設等における実習を重視し、「仏教の精神」を基本 

とした人間教育としての実践教育を十分に行っている。卒業時には、社会福祉士および 

精神保健福祉士国家試験受験資格を取得できるカリキュラムを編成している。 

○ 人間福祉学科保育専攻では、本学の建学の精神に基づき、和の心と質の高い実践力と 

を兼ね備えた人材の育成を目指している。具体的には、本専攻を卒業した学生たちが、 

他人に対する深い思いやりを持ちつつ、保育現場においてより高度な専門的知識と援助 

技術を活かしうる力を身につけることに、また他方において福祉施設や行政と連携を採 

りながら地域での子育て支援を担いうる力を養うことに力を入れている。 

 

＜教育学部＞ 

基礎教育科目では、「仏教Ⅰ・Ⅱ」(瞑想)、「仏教Ⅲ・Ⅳ」（写経）および「聖徳太子概説」 

を通じて人間尊重のための仏教精神を学ばせ、共通教育科目では教育職員として必要な幅 

広い教養を身につけさせる。教育学科の専門教育科目では、コース共通の科目と、コース 

ごとの目標を実現するための、コース別の科目が設定されており、コース共通科目には、 

教育職員としての意識の向上、人間理解を養うための基礎的な科目と、実践的教育力を身 
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につけるための応用的な科目が設定されている。 

小学校・幼児教育コースでは、教職科目、教科教育、子ども・保育に関する科目が、基 

礎から応用、理論から実践へと系統的に配置され、中学校英語・小学校コースでは、英語 

学、英米文学、英語コミュニケーション、異文化理解、教育理論・指導法に分類配置され、 

保健教育コースでは、学校保健、解剖生理学・栄養学、看護学、産業衛生学、教育理論・ 

指導法に分類配置されている。それぞれのコースで目標に適った人材を効果的に育てるこ 

とができるよう配慮されている。（※平成 20 年 4 月設置） 

 

＜経営学部＞ 

経営学科は、学生の３つの到達目標である経営倫理、経営学の専門領域における学修お 

よび就職基礎能力の習得を進めるために、マネジメントコース、会計ファイナンスコース、 

ビジネス法コースから一つを選択させる。コースごとの経営倫理科目として企業倫理、会 

計倫理、法と倫理を置いている。（※平成 20 年 4 月設置） 

 

＜大学院＞ 

博士前期課程の講義において、社会福祉援助技術実習指導を採用したり、施設や地域に 

おける実態調査や現地踏査を実施したりするなど、カリキュラム上の工夫を行っている。 

さらに、教育目的を達成させるために、現実的・具体的なきめ細かい指導と実践的・経験 

的な実務指導を効果的に取り入れる工夫と努力を行い、教育課程を適切に編成している。 

 

３－１－③ 

本学の建学の精神である聖徳太子の精神を充分に理解させるために「基礎教育科目」の 

「仏教Ⅰ～Ⅳ」と「聖徳太子概説」を開講している。「仏教Ⅰ・Ⅱ」は聞法（学習）と止観 

（瞑想）を通して、「仏教Ⅲ・Ⅳ」では写経と止観を通して、仏教に関する知識を実践的に 

学修し高い人格の形成を目指している。また「聖徳太子概説」では四天王寺敬田院の開祖 

である聖徳太子について学んでいる。専門の各学部学科については次のとおりである。 

 

＜人文社会学部＞ 

○ 仏教学科では、インド・中国（チベットを含む）・日本の仏教史と文献をそれぞれに専 

門の教育職員が講義し、かつ演習・講読して、包括的に仏教学を教授するようにしてい 

る。サンスクリット語の基礎文法を必修にし、その講読とパーリ語とチベット語の基礎 

を選択にして語学的な便宜を図り、学術的仏教教育の目的を反映したものとなっている。 

（※平成 20 年 4 月から学生募集停止） 

○ 言語文化学科日本語日本文化専攻では、演習（ゼミ）以外の科目においても、学生の 

主体的な学習を重視し、発表やレポート作成などを通じて、日本語によるコミュニケー 

ション能力、自己の情報発信能力を高めることが可能になるようにカリキュラムが構成 

されている。「文献講読」「日本文化史」においては「仏教」をテーマにおいた授業も展 

開されており、仏教を基本とした日本文化理解を深めることにも重視している。 

○ 言語文化学科中国語アジア文化専攻では、語学については、少人数制で行き届いた教 

育を行うとともに、必修と選択の科目担当者が相互に連携をとりつつ到達目標の達成を 
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図っている。文化については、選択科目は自由に履修することが可能であるが、中国や 

中東を含むアジア全域を複眼的に見るために、偏りなく履修するよう指導している。（※ 

平成 20 年 4 月設置） 

○ 言語文化学科英語英米文化専攻および英語文化学科では、学習や研究において求めら 

れる（単独、共同での）課題達成を地道に追求する作業そのものを通じて、責任感の向 

上、他者の尊重等々の社会性・人間性の向上を図っている。１・２年次対象の「英語演 

習」においてその基礎作りをし、完成作業の一環である「言語文化演習」（英語文化学科 

では「講読演習」）（ゼミ）において、より高い目標を達成するようにしている。（※英語 

文化学科 平成 20 年 4 月設置） 

○ 言語文化学科アラビア語アラビア文化専攻は、アラビア語を着実に身につけ、アラビ 

ア語能力を向上させるために、少人数クラス編成を行い、アラビア語授業が週３日履修 

できるように設定している。（※平成 20 年 4 月から学生募集停止） 

○ 社会学科では、講義科目と、人格的・教育的ふれあいを保つよう、また、個別の学習 

および研究の指導、成果発表の指導ができるよう演習など少人数制の科目を組合せてい 

る。 

○ 人間福祉学科社会福祉専攻では、社会福祉士・精神保健福祉士国家試験受験資格のた 

めの指定科目が法令により定められており、本専攻では教育課程や教育方法等に十分反 

映されている。また、実習・演習指導担当教育職員およびゼミ担当教育職員による学生 

の個別指導を徹底している。 

○ 人間福祉学科保育専攻では、「家族‐子育て‐地域」の協力図式をモデルにした家族福 

祉の原点に立って、本学を卒業した後に社会福祉の現場で生き生きと活躍することがで 

きるように教育・指導している。また、卒業時に保育士資格と社会福祉士国家試験受験 

資格を取得するために必要なカリキュラムを編成し、講義・演習・実習等の教育方法を 

組み合わせた個別指導を徹底している。 

 

＜教育学部＞ 

教育学部では、先にも述べたように、人間尊重の理想を大切にし、教育職員としての使 

命感や豊かな人間性と教養を併せ持ち、更には教職に不可欠な専門知識・教育指導力を十 

分に備えた教育職員、しかもこれに安住せず、生涯にわたって不断にその力量を高めてい 

く教育職員を養成しようと努めている。そのため、主要な専門教育科目については、少人 

数教育を実施することで、指導する教育職員が学生の特徴や資質に応じたきめ細かな指導 

ができている。 

また、授業形態としては、討論、調査、研究、模擬授業など学生参加型の授業を積極的 

に取り入れている。５セメスター以降に必修となっている演習（ゼミ）では、学生に希望 

するゼミを選択させ、自分の希望したゼミ担当教育職員から、専門的な研究指導を受ける 

だけではなく、生活面や進路指導についても支援を受ける体制を採っている。学生の学修 

状況に応じて、個別に、様々な局面で指導することができるので、従来も大きな教育効果 

を挙げてきたが、教育学部が新設された平成２０年度以降の新カリキュラムにおいても、 

同じシステムで行うことになっている。（※平成 20 年 4 月設置） 
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＜経営学部＞ 

経営学科では１年次においては、４年間の学修をデザインするために「大学基礎演習」 

「専門基礎演習」を必修とし、２年次からコース科目を選択し、専門性を深めていく。 

また、就職基礎能力の向上、資格取得については、１年次より段階を追って継続的に履 

修できるようにしている。３年次以上の学年では一定の条件を充たした学生については、 

希望すれば企業へのインターンシップも用意されている。（※平成 20 年 4 月設置） 

 

＜大学院＞ 

大学院では、社会福祉学の発展や現代社会福祉における理論の構築について、仏教社会 

福祉学理論との接点を求めながら継続的に学究的成果を挙げている。その学究的成果は、 

「四天王寺大学大学院研究論集」（毎年１回刊行）によって、全国社会福祉系大学と大学院 

に送付し公表している。これらにより、教育目的が教育課程や教育方法に十分反映されて 

いると確信している。 

 

 

【３－１．自己評価】 

各学部については、毎年６月に学科長・専攻長を中心にカリキュラムの見直しを行って 

おり開講科目の適正さ、配当セメスター等について意見交換を行っている。 

平成２０年度からは改組に伴い大幅にカリキュラムを改編し、語学能力の向上と自然科 

学分野の充実を通して教育目的の実現と学生の能力向上に努めている。 

大学院は、平成１５年度に発足し、現在も発足当時とほとんど変更なくカリキュラムを 

編成、実施している。発足当時の設置主旨をそのまま反映したカリキュラムとなっている。 

 

【３－１．改善・向上方策】 

学部については、平成２０年度に大幅なカリキュラム変更を実施した。共通教育科目で 

は自然科学分野と語学教育をさらに充実させ、教養ある人物の育成を重視している。さら 

に平成２１年度からは「大学基礎演習」を開講し、初年次教育にも力を入れている。専門 

教育科目は、より専門性を高めた授業実施を目指すと同時に、多様な学生への対応につい 

て配慮する必要がある。学力差への対応策として補習クラス等の設置なども必要であろう。 

大学院の当面の課題として、ティーチング・アシスタント（ＴＡ）や研究助手制度の導 

入が挙げられる。学部学生や併設短期大学学生に対する指導法の訓練と指導力の涵養を通 

して、大学院生の教育力を高め、本学の基本理念を体した教育者として、福祉教育に大い 

に貢献できる人材に育成したいと考えている。 

 

 

３－２． 教育課程の編成方針に即して、体系的かつ適切に教育課程が設定されていること。 

 

≪３－２の視点≫ 

３－２－① 教育課程が体系的に編成され、その内容が適切であるか。 

３－２－② 教育課程の編成方針に即した授業科目、授業の内容となっているか。 
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３－２－③ 年間学事予定、授業期間が明示されており、適切に運営されているか。 

３－２－④ 単位の認定、進級及び卒業・修了の要件が適切に定められ、厳正に適用されて

いるか。 

３－２－⑤ 履修登録単位数の上限の適切な設定など、単位制度の実質を保つための工夫が

行われているか。 

３－２－⑥ 教育内容・方法に、特色ある工夫がなされているか。 

３－２－⑦ 学士課程、大学院課程、専門職大学院課程等において通信教育を行っている場

合には、それぞれの添削等による指導を含む印刷教材等による授業、添削等による指導を含

む放送授業、面接授業もしくはメディアを利用して行う授業の実施方法が適切に整備されて

いるか。 

 

【３－２．事実の説明】 

３－２－① 

３－２－② 

本学は、平成２０年度より新カリキュラムが発足し、基礎教育科目、共通教育科目、専 

門教育科目の３つの柱を中心としている。専門教育科目についてはそれぞれの教育目的に 

あった高度な内容を教育するとともに、社会的ニーズに対応する科目も配し、これらを体 

系的に編成するものとなった。この他、教職に関する科目、司書教諭の講習に関する科目 

を加えた科目群からカリキュラムが構成されている。 

大学については、以下の科目編成となっている。 

 

 

＜大 学＞平成２１年度以降入学生および平成２０年度入学生 

分 野 卒業に必要な単位・目的・特徴 具体的な科目名 

基礎教育科目 8 単位 

建学の精神である敬田院の設立の精神を学び実践する 

仏教Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、聖徳太子概

説、人権・同和問題論 

共通教育科目 Ⅰ 類 ― 理系科目とし、専門の研究をしている上で必要な理系の

技術・知識の修得 

 

Ⅱ 類 ― 外国語科目（英語・第 2 外国語）ⅠからⅣまで段階的に

学修 

 

Ⅲ 類 ― 初年次科目（平成 21 年度入学生のみ）、専門分野と異な

る分野の教養科目、資格取得に必要な科目、キャリア教育

科目、海外研修や技能資格および他学部・他学科科目、学

際的な科目 

 

 

 

（平成 21年度以降入学生） 
【言語文化学科・英語文化学科】 必修 16 単位、選択 18 単位 

【社 会 学 科 ・ 経 営 学 部】 必修 20単位、選択 18 単位 

【人 間 福 祉 学 科】 必修 20単位、選択 12 単位 

【教 育 学 部】 必修 20単位、選択 6 単位 

 

（平成 20年度入学生） 
【言語文化学科・英語文化学科】 必修 14 単位、選択 20 単位 

【教 育 学 部】 必修 18単位、選択 8 単位 

【社会学科・人間福祉学科・経営学部】 必修 18単位、選択 20 単位 

生命の科学・物理の世界・環境の

科学・地球と宇宙・数学・情報 

 

英語・ドイツ語・フランス語・中

国語 

 

日本国憲法 

スポーツⅠ・Ⅱ 

産業・企業研究 

キャリアデザイニング 

大学基礎演習（平成 21 年度以降

入学生）等 
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専門教育科目 （平成 21年度以降入学生） 
【言語文化学科日本語日本文化専攻】 

平成 22 年度入学生 ― 必修 30単位、選択 52 単位 

平成 21 年度入学生 ― 必修 34単位、選択 48 単位 

【言語文化学科中国アジア文化専攻】 必修 34単位、選択 48 単位 

【英 語 文 化 学 科】 必修 36単位、選択 46 単位 

【社 会 学 科 ・ 経 営 学 部】 必修 28単位、選択 50 単位 

【人 間 福 祉 学 科】 必修 32単位、選択 52 単位 

【教 育 学 部】  

小学校・幼児教育コース   必修 28単位、選択 62 単位 

中学校英語・小学校コース、保健教育コース 

               必修 30単位、選択 60 単位 

 

（平成 20年度入学生） 
【言語文化学科・英語文化学科】 必修 36 単位、選択 46 単位 

【社 会 学 科】 必修 28単位、選択 50 単位 

【人 間 福 祉 学 科】 必修 32単位、選択 46 単位 

【教 育 学 部】 必修 30単位、選択 60 単位 

【経 営 学 部】 必修 28単位、選択 50 単位 

基礎的な科目から始まり個人の

学問研究、志向に合わせて選択で

きる科目群を設置している。 

 

 
 

なお、平成１９年度以前入学生については、基本教育科目、および幅広い知識と教養を 

身につけるための学際的・現代的科目や生命・科学や健康に関する科目および情報教育科 

目・語学科目を中心とした共通専門科目、そして自らの専門の勉学を探求するための専門 

教育科目からカリキュラムが組まれている。基本教育科目、共通専門科目と専門教育科目 

を合わせて１２８単位を卒業に必要な単位として設定している。 

 

＜大 学＞平成１９年度以前入学生 

分 野 卒業に必要な単位・目的・特徴 具体的な科目名 

基本教育科目 12 単位 

建学の精神である敬田院の設立の精神を学び実践する 

仏教Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、聖徳太子概

説、人権・同和問題論・日本仏教

論 

共通専門科目 16 単位以上 

Ａ 群 ― ソーシャル・サイエンス幅広い知識と教養を身につける

ための科目 

Ｂ 群 ― ライフ・サイエンス 健康を中心とした科目 

Ｃ 群 ― 情報教育科目 

Ｄ 群 ― 外国語科目 

外国語は英語・ドイツ語・フラン

ス語・中国語・アラビア語 

専門教育科目 

 

64 単位以上 それぞれ個人の学問研究、志向に

合わせて選択できる科目群を設

置している。 

 

大学院については、以下の科目構成となっている。 

課 程 分 野 備 考 

専門講義科目 

専門演習科目 

博士前期課程 

専門研究科目 

専門演習科目（社会福祉学演習）の内、同一科目 8単位とそれに関する専門演

習科目 4 単位、専門講義科目（社会福祉学特論）のうち 2 科目 8 単位、計 20

単位を含め、32単位以上を履修 

特殊研究科目 博士後期課程 

特殊演習科目 

特殊演習科目（社会福祉学特殊演習）の内、同一科目 12 単位必修 
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教育課程の編成方針に即した授業科目や内容となっているかは、以下のとおりである。 

平成２１年度以降のカリキュラムおよび平成２０年度カリキュラムと平成１９年度以前カ 

リキュラムをそれぞれ新カリキュラム、旧カリキュラムで表す。なお、平成２１年度以降 

カリキュラムは平成２０年度カリキュラムを基として、社会福祉士・介護福祉士法等の法 

改正による科目変更、初年次教育科目の設置、共通教育科目と専門教育科目の修得単位数 

の見直し等を踏まえ、編成を改善したものである。 

 

＜基礎教育科目＞ 

建学の礎である聖徳太子の生涯を知り、その精神を体得するために、仏教の教えを通じ 

て自らをより優れた人格へと高める精神修行実践で学ぶ「仏教Ⅰ～Ⅳ」「聖徳太子概説」を 

中心に、「人権・同和問題論」も開講している。これは旧カリキュラムの基本教育科目に対 

応する。 

 

＜共通教育科目＞ 

Ⅰ類は「情報処理演習」「数学演習」「生命の科学」「環境の科学」「化学の世界」「物理の 

世界」等、Ⅱ類は英語と第２外国語（ドイツ語、フランス語、中国語）をⅠ～Ⅳと通して 

設け、Ⅲ類は「日本国憲法」「経済学」「スポーツⅠ・Ⅱ」「産業・企業研究」「キャリアデ 

ザイニング」等の教養科目や資格取得に必要な科目を設けている。旧カリキュラムの共通 

専門科目に不足していた自然科学系の科目（Ⅰ類）を配し、より充実を図った。平成２１ 

年度新カリキュラムより、初年次教育科目として、「大学基礎演習」を設置し、「大学生」 

としての学びに必要な知識・技能・態度の修得および学習意欲の向上を目的として、本学 

の建学の精神、各学部学科での学びや目的、キャリア形成のための大学生活の過ごし方等 

を内容に含めた。特にキャリア形成については、１年次から３年次を通じてキャリアの科 

目を設け、就職への意識を高め、技能を身につけられるように配慮した。 

 

＜人文社会学部＞ 

［仏教学科］ 

旧カリキュラムのみのカリキュラムとなり、インド、中国、日本の「仏教史」を中心に、 

仏教学科の中核となる各文献研究へ進むように科目編成している。（※平成 20 年 4 月から 

学生募集停止） 

［言語文化学科日本語日本文化専攻］ 

旧カリキュラムにおいても、２年次から実施される少人数で行う文献講読およびゼミを 

重視し、学生の日本語能力の向上を主眼とした教育が行われていたが、新カリキュラムで 

は、学力の不均衡状態に対応し、１年次で学力の底上げと基本的な知識を修得させるべく、 

基礎学力を向上させることを目的とした「基礎講読」をはじめとする科目を配置し、文化・ 

歴史・言語・文学に関する基礎を構築しつつ、日本語運用能力を高めることを目標とした。 

２年次では、より専門的な「講読」の授業を通して専門的領域への応用を図り、３年次以 

降の分野別の専門性の高い文献を講読する「講読演習」での学修につなげるものとしたが、 

基礎学力を充実させる必要性がより高まっている現状から、２年次においても基礎ゼミを 
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平成２２年度入学生より展開することとした。 

［言語文化学科中国語アジア文化専攻］ 

語学（中国語）と文化との二本柱で課程を構成している。語学については、１～２年次 

の「中国語初級Ⅰ～Ⅵ」「中国語中級Ⅰ～Ⅵ」によって発音や基本文法などの基礎能力を固 

め、２～３年次の「中国語会話Ⅰ～Ⅳ」「中国語作文Ⅰ～Ⅳ」によって運用能力の向上を図 

れる科目設定になっている。文化については、まずアジア文化を広く見渡すために、１年 

次に「アジア文化概説Ⅰ～Ⅳ（中国・韓国・インド・イスラム）」を設け、２年次以降は中 

国をはじめとするアジアの文学・歴史・思想など専門的な知識を得るための科目を設定し 

ている。また２年次以降の「文献講読」では、歴史・社会・経済・言語・民俗などの分野 

にわたり、中国語の読解力を養うとともに、文化的な知識を習得できる。また、２年次後 

半に学術提携校との交換留学制度による短期留学を設定し、語学・文化の実地学習を促し 

ている。３年次以降の「講読演習Ⅰ～Ⅳ」では、言語・歴史・社会経済・古典などの分野 

にわたる、より専門的な学習・研究を行えるように設定している。（※平成 20 年 4 月設置） 

［英語文化学科］ 

英語力の向上と共に、英語教育職員・留学等希望による高度な英語力育成を求める学生 

のニーズにも応えるため、平成２１年度から１～４セメスター生を主な対象とする、外国 

人講師による実践系授業に、学生自身の選択による「上級クラス」を開設し、必要とされ 

る英語力から遡及的に到達目標を設定し実力養成を図っている。他の授業についても可能 

なものにはレベル分けの導入を図っている。（※平成 20 年 4 月設置） 

なお、言語文化学科英語英米文化専攻（４年次改編前学科名）では、最終年次として、「言 

語文化演習」（ゼミ）を中心に、英語や関連領域の探究と、仏教精神に基づく人間性と社会 

性の向上を高い次元でまとめ上げ、社会で通じる人材育成の仕上げを進めている。 

［言語文化学科アラビア語アラビア文化専攻］ 

旧カリキュラムのみのカリキュラムとなり、少人数クラスでの授業を基に、アラビア語 

アラブ文化、歴史を学び、語学研究系または地域文化研究系の方向へ進むように科目編成 

している。（※平成 20 年 4 月から学生募集停止） 

［社会学科］ 

現代社会の変化を見つめ、コミュニケーション能力と問題解決能力を持つことを目指し 

ている。１年次で必修科目「社会学概論」「社会学基礎演習」で社会学の基礎を学び、専門 

４領域「人間・社会」「マスメディア・国際」「社会システム・ビジネス」「心理」の基礎に 

なる「家族社会学」「マス・コミュニケーション論」「産業社会学」「社会心理学」および「社 

会調査法」を学ぶ。２年次は「社会学理論」、先述の専門４領域から系統的に学び、学術的 

技能・技術として、「社会学文献講読」で情報収集と文献検索の方法を学び、「社会学研究 

法」を通して論文講読と論文執筆の基礎を学ぶ。３、４年次は少人数制の「社会学研究演 

習」を軸に、より専門的な研究を深められるよう科目を編成している。旧カリキュラムに 

ついても、基礎演習と社会学演習などの少人数制の演習科目と、主要４領域での基礎科目 

を基に、専門科目および関連科目を学べるように編成している。また、授業科目について 

は、相互に理解を深めるため教授が担当する科目は常時公開として、他の教育職員が参観 

できることになっている。 
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［人間福祉学科社会福祉専攻］ 

人間に対する理解を深め、社会福祉のあり方を考察できる力を養成し、高度な社会福祉 

専門職としての社会福祉士および精神保健福祉士国家試験受験資格の取得に対応した指導 

をきめ細かく行っている。１年次では、「現代社会と福祉」などの基礎科目のほか、関連領 

域科目を学び、学外の見学実習を行う。２年次は、社会福祉の専門知識・技術修得のため 

の「相談援助の理論と方法」や対象領域別の専門科目、相談援助技術を学ぶ科目や「実習 

指導」、３年次からは２年間のゼミである「人間福祉演習」や福祉現場での「援助技術実 

習」を行う。専門職としての必要な知識、技術、価値、倫理を修得するカリキュラム構成 

である。 

［人間福祉学科保育専攻］ 

１年次では、主として社会福祉（保育も含む）の仕事に関する基礎知識や関連領域につ 

いて講義と演習形式で学ぶ。また、社会福祉の実践分野として学外見学実習を体験する。 

２年次からは、１年次に引き続いて、本専攻の到達目標である２資格（社会福祉士および 

保育士資格）取得に必要な指定科目を中心にして講義・演習および実習形式で学ぶ。３年 

次は、２年次から引き続いて専門科目および学外実習（保育実習および相談援助実習）を 

履修し、専門的な実践力を磨いていく。また各々の学生の自主的選択による「人間福祉演 

習」（ゼミ）の履修（２年間）が始まる。４年次では、国家試験受験対策や卒業後のキャリ 

ア目標に向けて、ゼミの指導教育職員とゼミ仲間とともに情報交換しながら、学生自らが 

大学での学びの総仕上げをする。 

 

＜教育学部＞ 

コース共通科目には、人間とは何か、その現代的な問題点とそこから見た教育課題を考 

えさせる「教育人間学」、教育とは何かを原理的・歴史的に考え教育への意識の向上を図る 

「教育原論」、幼児・児童・生徒の心身の発達を理解し、教育現場での応用力を高める「教 

育心理学」などの基礎的な科目と、小学校の現場で求められる実践力をつけるための「教 

育の方法・技術」や「学校インターンシップ実践演習」など応用的な科目がある。 

小学校・幼児教育コースでは、教員免許取得に必要な教職科目、教科教育科目の他、学 

生の興味に対応できる専門選択科目を開設している。また、小学校や地域社会が求めてい 

る課題に対応できる「授業研究」「メディア教育演習」などが開設されている。中学校英語・ 

小学校コースでは、国際化とインターネット時代に対応できる英語力を身につけるための 

科目「コミュニケーションセミナー」「学習英文法セミナー」などが開設されている。保健 

教育コースでは、養護教諭および中学校・高等学校教育職員（保健）を同時に取得するた 

めに「学校保健」「衛生学」「公衆衛生学」「栄養学」および「看護学」「微生物学（免疫学 

を含む）」などが開設され、さらに「解剖生理学」で傷病についての理解を、「臨床実習」 

では救急処置現場の体験を深め、「養護実習」と「教育実習」では教育現場の実践を学ぶよ 

うになっている。（※平成 20 年 4 月設置） 

 

＜経営学部＞ 

経営全般に関する知識と幅広い教養、それらを正しく活かす高い倫理観を基礎にしてい 
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る。さらには現状の問題や将来の課題に積極的に取り組むことができる姿勢をもった模範 

的かつチャレンジ精神旺盛な、次代を担うビジネスパーソンを養成するように、科目編成 

している。１年次には「基礎演習」（平成２１年度入学生より共通教育科目「大学基礎演習」へ 

移行）、「専門基礎演習」を必修として、２年次には「マネジメントコース」「会計ファイナ 

ンスコ―ス」「ビジネスコース」の３つのコースを中心として学修、３年次には「経営学演 

習」「民法演習」へと進むことによって、経営学に関する専門的な知識を身につける。 

（※平成 20 年 4 月設置） 

 

＜大学院＞ 

建学の精神に則して、「人間・仏教・福祉」をキーワードに仏教社会福祉論をベースとし 

た理論、歴史分野、制度論分野および援助論分野を設定している。また、人権・同和問題 

の意識が高い大阪の地に設置する大学院の特徴として、人権問題論および生命倫理研究に 

ついての専門講義（特論）を設けると同時に、社会福祉学関連の古典文献の解読をはじめ、 

先行研究のレビューと近年の研究動向を知見するために、文献研究や事例・判例研究並び 

に社会調査研究を組み入れて体系化している。このように仏教系大学院の特徴を生かした 

教育課程は、他に類例がないものと自負している。なお、社会福祉の理論と実際に関する 

精深な学識を養うため、臨床現場に直結した研究と教育を重視している。 

 

３－２－③ 

年間学事予定・授業期間は学期はじめ４月に実施するオリエンテーションで全学生に配 

付する履修要覧・学生便覧に学年暦として同様のものを記載している。ホームページ上に 

も掲載されている。原則学年暦に記載されている行事日程等の変更はない。 

授業期間に関しては、学年を２学期に分けて夏学期・冬学期としセメスター制をとって 

いる。授業回数は、振替授業日を設定することで各セメスター１５回を確保している。 

時間割は、月曜日から金曜日（５時限）、土曜日（２時限）を基本とし、１時間あたりの 

授業時間は９０分である。 

 

３－２－④ 

１ 年次別履修科目の上限と進級 

平成２０年度入学生から学科・専攻・セメスターごとに履修単位数の上限を設定し、無 

理のない学修計画を立案するよう指導を徹底している。 

平成１９年度以前入学生は年次別履修科目の上限を設定していない。但し、履修要覧に 

おいて、教育学科・人間福祉学科を除き１セメスターに２４単位を上限に履修計画を立て 

るよう指導している。 

２ 卒業要件と単位数 

学科ごとの卒業要件は、「学則および卒業に関する規程」等において明確に定められてお 

り、学生には履修要覧とガイダンスによって、保護者には成績表の送付により周知されて 

いる。卒業要件は、「四天王寺大学学則」第１５条に定めており、科目の履修に関する制限 

は「卒業に関する規程」第４条に定めており、厳格に適用されている。 
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＜大 学＞ 平成２１年度以降入学生用 

［人文社会学部］ 

基礎教育科目 共通教育科目 専門教育科目 
学科・専攻名 

必修 必修 選択 必修 選択 
合計 

言語文化学科 
日本語日本文化専攻 
（平成 22 年度入学生用） 

16 18 30 52 124 

言語文化学科 
日本語日本文化専攻 
（平成 21 年度入学生用） 

16 18 34 48 124 

言語文化学科 
中国語アジア文化専攻 

16 18 34 48 124 

英語文化学科 16 18 36 46 124 

社会学科 20 18 28 50 124 

人間福祉学科 
社会福祉専攻 

20 12 32 52 124 

人間福祉学科 
保育専攻 

8 

20 12 32 52 124 

［教育学部］ 

基礎教育科目 共通教育科目 専門教育科目 
学科・専攻名 

必修 必修 選択 必修 選択 
合計 

教育学科 
小学校・幼児教育コース 

20 6 28 62 124 

教育学科 
中学校英語・小学校コース 
保健教育コース 

8 

20 6 30 60 124 

［経営学部］ 

基礎教育科目 共通教育科目 専門教育科目 
学科・専攻名 

必修 必修 選択 必修 選択 
合計 

経営学科 8 20 18 28 50 124 

 

＜大 学＞ 平成２０年度入学生用 

［人文社会学部］ 

基礎教育科目 共通教育科目 専門教育科目 
学科・専攻名 

必修 必修 選択 必修 選択 
合計 

言語文化学科 
日本語日本文化専攻 

14 20 34 48 124 

言語文化学科 
中国語アジア文化専攻 

14 20 34 48 124 

英語文化学科 14 20 36 46 124 

社会学科 18 20 28 50 124 

人間福祉学科 
社会福祉専攻 

18 20 32 46 124 

人間福祉学科 
保育専攻 

8 

18 20 32 46 124 
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［教育学部］ 

基礎教育科目 共通教育科目 専門教育科目 
学科・専攻名 

必修 必修 選択 必修 選択 
合計 

教育学科 8 18 8 30 60 124 

［経営学部］ 

基礎教育科目 共通教育科目 専門教育科目 
学科・専攻名 

必修 必修 選択 必修 選択 
合計 

経営学科 8 18 20 28 50 124 

＜大 学＞ 平成１９年度以前入学生 

［人文社会学部］ 

基本教育科目 共通教育科目 専門教育科目 

学科・専攻名 必 
 

修 

選
択
必
修 

小
計(

Ａ)
 

必 
 

修 

選
択
必
修 

選 
 

択 

小
計(

Ｂ)
 
必 

 

修 

選
択
必
修 

卒 
 

研 

卒 
 

論 

選
択 

(

卒
研
／
卒
論)

 

小
計(

Ｃ)
 

共
通(

Ｂ)
 

 
 
 

＋ 
  
 
 (

Ｄ)
 

 

専
門(

Ｃ)
 

合
計(

Ａ
＋
Ｄ)

 

仏      教 30 
30／26 

以上 

教      育 22 
38／34 

以上 

日本語 

日本文化 
16 

44／40 

以上 

英語 

英米文化 
24 

36／32 

以上 

ｱﾗﾋﾞｱ語 

ｱﾗﾋﾞｱ文化 
32 

28／24 

以上 

社      会 28 
32／28 

以上 

人 間 福 祉 

10 2 12 8 
8 

以上 

16 

以上 

32 

卒研 4 

卒論 8 

28／24 

以上 

64 

以上 
116 128 

 

＜大学院＞ 

「四天王寺大学大学院学則」の第５章 履修方法および課程修了で次のように規定してい 

る。 

「四天王寺大学大学院学則」 

（博士前期課程の修了要件） 

第１７条 博士前期課程を修了するためには、本大学院に２年以上在学し、３２単位以 

上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文または特定の課題に 

ついての研究の成果の審査および最終試験に合格することとする。ただし、在 

学期間に関しては、優れた業績を上げた者につては、本大学院に１年以上在学 

すれば足りるものとする。 

（博士後期課程の修了要件） 

第１８条 博士後期課程を修了するためには、大学院に５年（博士課程または博士前期 

課程を修了した者にあっては、当該課程における２年間の在学期間を含む。）以 
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上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文 

の審査および最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、 

優れた研究業績を上げた者については、大学院に３年（修士課程または博士前 

期課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程におけ 

る２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

 

３－２－⑤ 

＜学 部＞ 

成績評価は、各科目担当教育職員が学生個々の学修過程とその到達度を総合的に判断し 

評価している。年度開始時に配布されるシラバスにおいて、全科目について成績評価の方 

法、評価項目（定期試験・レポート・課題その他）とその比率が明示され、担当教育職員 

はその基準に従って点数を集計し、単位認定と成績評価を行う。 

成績評価については、四天王寺大学学則第１９条・２０条のほか「単位の修得および試 

験に関する規程」の第１１条・１２条で次のように定めている。 

 

「単位の修得および試験に関する規程」 

第１１条 各科目の成績は、試験成績または平常の課題成績（論文・報告・製作等含む） 

等、あるいはこの双方によって評価するものとする。 

第１２条 各科目の成績の評価は１００点満点とし、６０点以上を合格として、その科 

目の単位を認定するものとする。 

２ 前項で定める成績の評価について、平成１９年度以前入学生に関して、合格 

の評価は優・良・可(１００点満点のうち８０点以上を優、７０点以上８０点未 

満を良、６０点以上７０点未満を可）の３段階をもってこれを表示する。平成 

２０年度以降の入学生に関して、合格の評価は秀・優・良・可（１００点満点 

のうち９０～１００点を秀、８０点以上９０点未満を優、７０点以上８０点未 

満を良、６０点以上７０点未満を可）の４段階をもってこれを表示する。 

３ 第１項および第２項の評価については、これを学生に通知する。 

 

○ 評価結果の有効活用について 

評価結果は、履修要件・修了要件、履修指導などに適切に活用されている。特に、本学 

にはダブルディグリー取得制度留学（留学先の大学の学位を得るとともに、その大学で修 

得した単位を本学の授業科目の履修による単位の修得とみなすことにより、合わせて本学 

の学位も取得するもの）がある。この実施にあたっては、「ダブルディグリー取得に関する 

規程」の中で、留学を願い出た学生の審査要件としてＧＰＡに換算した成績結果（２.０以 

上）を活用している。 

この場合のＧＰＡの数値計算式は次のとおりとする。 

平成１９年度以前入学生の算定基準は、 

各科目の得点を４段階（ 優＝３ 良＝２ 可＝１ 不可＝０）としてＧＰに換算する。 

（ＧＰＡ）＝（単位数×換算値）の合計 ÷ 修得総単位数 
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平成２０年度以降入学生の算定基準は、 

各科目の得点を５段階（秀＝４ 優＝３ 良＝２ 可＝１ 不可＝０）としＧＰに換算する。 

（ＧＰＡ）＝（ＧＰ×単位数）の総和 ÷ 履修登録科目の単位数の総和 

 

＜大学院＞ 

成績評価は、各科目担当教育職員が学生個々の学修過程とその評価を総合的に判断し評 

価している。 

年度開始時に配布されるシラバスにおいて、全科目について成績評価の方法、評価項目 

（定期試験・レポート・課題その他）とその比率が明示され、担当教育職員はその基準に 

従って点数を集計し、単位認定と成績評価を行う。 

成績評価については、「四天王寺大学大学院学則」第２１条・２２条のほか「単位の修得 

に関する規程」の第１１条・１２条で次のように規定している。 

 

「単位の修得に関する規程」 

第１１条 各科目の成績は、試験成績または平常の課題成績（論文・報告・製作等含む） 

等、あるいはこの双方によって評価するものとする。 

第１２条 各科目の成績の評価は１００点満点とし、６０点以上を合格として、その科 

目の単位を認定するものとする。 

２ 前項で定める成績の評価について、合格の評価は平成１９年度以前入学生に 

関して、合格の評価は優・良・可(１００点満点のうち８０点以上を優、７０点 

以上８０点未満を良、６０点以上７０点未満を可）の３段階をもってこれを表 

示する。平成２０年度入学生に関して、合格の評価は秀・優・良・可(１００点 

満点のうち９０～１００点を秀、８０点以上９０点未満を優、７０点以上８０ 

点未満を良、６０点以上７０点未満を可）の４段階をもってこれを表示する。 

３ 第１項および第２項の評価については、これを学生に通知する。 

 

また、大学院履修要覧には成績評価を以下の基準に基づいて行うとしている。 

（平成１９年度以前入学生） 

優 ：目標を十分達成しており、高く評価できる。 

良 ：一部不十分な箇所を含むが、目標を達成している。 

可 ：不十分な箇所を含むが、最低の目標は満たしている。 

不合格：目標に達成しておらず、単位を与えるためには、さらに研究調査が必要であ 

る。 

（平成２０年度以降入学生） 

秀 ：目標を十分に達成し、きわめて優秀な成果をおさめている。 

優 ：目標を十分に達成している。 

良 ：目標を達成している。 

可 ：目標を最低限度達成している。 

不合格：目標に達成しておらず、単位を与えるためには、さらに研究調査が必要であ 
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る。 

 

○ 評価結果の有効活用について 

評価結果は、履修要件・修了要件、履修指導などに適切に活用している。 

 

３－２－⑥ 

「基礎教育科目」は、本学の建学の精神である聖徳太子の敬田院設立の精神を学び、そ 

れらを実現することを目的とした「仏教Ⅰ～Ⅳ」、および建学の祖である聖徳太子について 

学ぶ「聖徳太子概説」を中心に据えている。 

特に、「仏教Ⅰ・Ⅱ」では聞法（学習）と止観（静かに思索すること。瞑想ともいう。） 

を通して、「仏教Ⅲ・Ⅳ」では写経と止観を通して、主として仏教に関する知識を学修し高 

い人格形成を目指している。 

加えて、人権・同和問題論を必修で開講しており、これらは全学生が１年次から２年次 

において履修する。 

 

３－２－⑦ 

通信教育は行っていない。 

 

 

【３－２．自己評価】 

学年暦は入学試験日程以外は変更することはなく、年間学事はこれに沿って適切に運営 

している。学年暦は年度ごとに大きく変更することはせず、学生が年間計画を事前に立案 

できるように配慮している。このことによって、留学なども実施が早い時期から計画でき 

るようになっている。 

教育課程の編成においては、学部については平成２０年度および一部平成２１年度（初 

年次教育科目設置および法改正等による）にカリキュラムの見直しを行い、これを踏まえ 

て、各学科・専攻ごとの学修目的を学生自身が具体的に理解できるよう、履修要覧にも示 

した。また、専門科目は、学科・専攻の特色が示せるように専門性を重視した形をとり、 

学士に相応した能力を身につけ社会に適応できる人材を輩出できるよう、段階を踏んで高 

度な知識を身につける編成をしている。 

学科・担任制度および初年次教育（平成２１年度より実施）を通して適切な履修指導が 

行われており、進級・卒業・修了要件については各学期始めに学生と確認するようにして 

いる。また、学期末には保護者宛てに成績表を送付している。併せて各授業担当教育職員 

はそれぞれの評価方法に基づき厳格な成績評価を行っている。この結果を受けての卒業判 

定も規程に基づきなされ、教授会で審議、承認される。 

年間学事は学年暦に沿って適切に運営している。セメスター制の導入により留学希望者 

への便宜も図られている。 

大学院は、平成１５年度より引き続き社会福祉の理論と実際に関する学識を養い、基礎 

的・体系的な研究能力を備え、人間・仏教・福祉をキーワードとして適切なカリキュラム 

編成により専門的な研究指導に沿って社会福祉の専門研究者の養成を行っている。大学・ 

大学院とも建学精神である仏教教育を実践している。 
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【３－２．改善・向上方策】 

学部については、平成２０年度以降入学生の自然科学分野（理系）を見直し、選択の幅 

を広げた。語学教育も２年次用の科目を計画どおり開講している。また、専門教育科目は、 

教育職員の裁量を充分に生かし、学生との隔たりを超えて、学生の意欲を促す指導によっ 

て、より専門性を高めた授業実施を目指している。また、学修へのさらなる動機付けと学 

修活動の充実のために、平成２０年度入学生より成績評価の方法を４段階から５段階にし 

た。さらに国際標準であるＧＰＡ制度を導入し、セメスターごとのＧＰＡと累計ＧＰＡを 

取り入れ、より厳格な評価を行うよう改善した。この数値は学生個人の成績表に記載し、 

学生本人・指導教育職員・保護者が学修状況の客観的な把握が可能になった。加えて、学 

科ごとの学生の学修傾向も数値化されたことにより把握しやすくなった。 

履修登録科目の上限数についても平成２０年度から導入し、学修密度を高め教育効果を 

上げていくための方法とした。平成２０年度１年次生の未評価率は、上限数導入以前の平 

成１９年度１年次生に比べ１０.８％から７.２％に改善した実績があり、今後も継続する。 

一方、今日、仏教が身近でない学生に対し瞑想、写経の実践を通して、建学の精神につ 

いてより理解を深めるよう今後も継続して努力する。 

大学院は、本学独自の人間・仏教・福祉の分野を基盤とし、他大学院の教授法も参考に 

教育課程を見直し、社会との連携を踏まえた指導力の訓練を強化していく。 

 

 

３－３． 教育目的の達成状況を点検・評価するための努力が行われていること。 

 

≪３－３の視点≫ 

３－３－① 学生の学習状況・資格取得・就職状況の調査、学生の意識調査、就職先の企業

アンケートなどにより、教育目的の達成状況を点検・評価するための努力が行われているか。 

 

【３－３．事実の説明】 

１ 学生の学習状況 

 学生の学習状況は、全学的に実施している学生アンケートの中で受講態度等の評価項目 

を加え、学生自身が学習状況を振り返ることができるようにしている。この結果は各教育 

職員にフィードバックされることで把握されている。また、セメスターごとに合計のＧＰ 

Ａを成績表に記載することにより、学生、保護者、担任の教育職員の３者が共通に学生の 

学習状況を把握できるようにしている。資格取得に関してはエクステンションセンターが 

支援している。 

また、小学校教員になるための支援体制を整えるため、教育学科の教育職員、キャリア 

センター、教務課が協議し、教員採用選考試験に向けた対策講座開設等の部署として、平 

成２２年４月に教職支援センターをキャリアセンターの中に開設した。本センターで支援 

できる内容は入学から卒業後の教職生活までを一つの過程として捉え、教育職員として必 

要な資質能力の開発や実践的指導力の養成といった学習支援ならびに教員試験対策等の就 

業支援を行う教員養成の拠点とした。 

上述のように学生の学ぶ意欲を高めるため、各学科・専攻・コースにおいても一例では 
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あるが「大学基礎演習」による成果を把握し、全学的な授業改善による教育目的の達成に 

向けた取り組みを行っている。特に、ＦＤ委員を中心に「大学基礎演習」の主担当者およ 

び受講生に対してアンケート調査を実施し、本結果をもとに今後の指導方針、学生に対す 

る大学への適応支援、教育目的の達成に向けた取り組みについての議論を行っている。 

２ 資格取得 

 学生が自分自身の学習に対して進捗度を確認するひとつの方法に資格取得がある。本学 

では、授業科目に関連した資格や将来の就職活動で自己表現できる資格などを学生向けの 

案内冊子に掲載し、学生に資格取得を勧めている。案内には各資格の内容詳細や学年ごと 

の取得スケジュールを参考例としての紹介や、各自のスキルアップに役立つ対策講座など 

も案内している。学生にとって資格取得の道標になるよう作成している。また、取得した 

資格については教務課との連携により、単位認定もできる。 

３ 学生の意識調査 

毎年卒業式当日に、卒業生全員に対して、大学生活を振り返っての学生生活全般に関す 

る満足度、思い出や印象に残った出来事、それに関する感想や率直な意見を聞くためのア 

ンケート調査を実施している。卒業時に実施しているため、学生の率直な意見・感想を知 

ることができる。授業内容や方法・教育職員・履修制度についてだけでなく、学生生活サ 

ポート、就職・キャリアサポートに対するアンケート項目も多く設け、自由回答欄も設け 

自由に記述できるようにした。更に、入学時に実施する期待度に関するアンケートとリン 

クさせていることから、今後の大学の展望につなげうる調査分析結果が得られる。 

４ 就職状況の調査 

 本学のキャリア委員会は各学部学科専攻から１名選出され、キャリアセンター長を委員 

長に構成されているが、そのキャリア委員を通じて学生の就職状況の把握に努めている。 

他にもキャリアセンターからの電話調査、担任教員との連絡など、就職状況の把握は重要 

事項として全学挙げて取り組んでいる。その中で当然学生との面談や相談があり、学生の 

意識・希望などに注意を払っている。本学では３年次生につき６月に進路調査を行い、そ 

の後面談で希望等の確認を行っている。特に教育学科や人間福祉学科は免許資格を目指す 

学生が大部分であり、その進路についても専門担当者が面談を行っている。 

 就職先の企業からの事情聴取は、大学学内合同企業セミナーや全学的な企業訪問で本学 

卒業生の勤務について情報を得ている。その他、教育委員会、各学校長、福祉施設などか 

らも卒業生の状況を積極的に聞いているが、いずれも人物的によい評価を得ている。 

 

【３－３．自己評価】 

１ 学生の学習状況 

各学部については、毎年６月に学科長・専攻長を中心にカリキュラムの見直しを行って 

いる。学科・専攻・コースごとの開講科目の適正さや配当セメスター、学生の学習状況や 

ＧＰＡをもとにした学習成果の把握に基づく新規開講科目の検討を行っている。特に平成 

２１年度には次年度に向けてキャリアセンターおよび入試・広報課と連携し、キャリア支 

援科目の充実を行った。初年次教育による学生の大学への適応支援を推進することに加え 

て、卒業後の進路に向けた支援を推進し、教育目的の達成に向けた取り組みを全学的に進 

めている。また、多様な入試形態による学生の学力格差を考慮し、学士課程における基礎 
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学力を保証し、教育目的を達成すべく文書作成に関する初歩的な科目を全学的に導入した。 

これ以外に、教育学科では、文部科学省による公募事業「教員の資質能力追跡調査事業」 

に応募し採択された。これは、教育学科の４年次生から卒業後２年間まで追跡調査を行う 

ものであり、大学４年間の教職課程の教育目的が達成できているかを点検するものである。 

２ 資格取得 

 授業で学んだ内容に関連した資格を取得することで、授業の理解度を確認でき、ひとつ 

の資格を取得できた学生は、自信がつき同資格の上級への挑戦や関連するほかの資格取得 

を試みるなど、将来に向けての成長につながっていると考える。 

また、取得した資格による単位認定制度は、学生の意欲向上につながる。 

３ 学生の意識調査 

学生生活に関するアンケート調査により学生の生の声を拾いあげ、各部署での対応を見 
直す機会も設けており、本学の規模ならではのきめ細かい支援を実施している。 

４ 就職状況の調査 

企業、学校、施設などからの卒業生への高い評価は、本学の建学の精神と教育方針に基 

づいた教育活動が行われている結果であると確信する。 

 

【３－３．改善・向上方策】 

１ 学生の学習状況 

 平成１９年度に学部・学科の再編を行い、平成２０年度から新カリキュラムを実施して 

いる。また、ＧＰＡの成績表への記入、キャップ制による履修科目制限等の教務に関する 

改善を行ってきた。今後、新カリキュラムの成果を把握すると共に、学生の進学目的やキ 

ャリア意識および社会のニーズを的確に把握し、新たな教育課程について検討し点検を続 

ける必要がある。 

２ 資格取得 

 自己啓発意識の高い学生は、自身の将来に向けて、積極的に資格取得の機会を活用して 

いる。しかし、意識が低く、計画的に活動できず就職活動の間際になってから慌てる学生 

も少なくはない。従って、できるだけ多くの学生が、充実した学生生活の中で計画的にス 

キルアップをし、自信と余裕を持って就職活動ができるように指導していきたい。そのた 

めには教育職員の協力が不可欠となる。資格・検定試験や直前対策講座については資格・ 

検定の担当教育職員と事務職員の協力で実施しているが、担当以外の教育職員の協力意識 

が希薄になりがちなので、より一層の連携をとり教育職員・学生全体の意識の向上をはか 

る必要がある。 

３ 学生の意識調査 

授業に関するアンケートは、講義内容・教育職員の授業方法に対する要望・不満の調査 
のみに終わることなく、学生の意識向上や大学の改善向上を目指したアンケートにしてい 
く必要がある。そのために分析方法も検討し、その結果をフィードバックしていく。 

４ 就職状況の調査 

 今後とも積極的に卒業生の状況については、就職先人事担当者に聞き取り調査をして就 

職支援をはじめ、カリキュラム編成や授業内容について検討を行っていきたい。 
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【基準３．自己評価】 

本学は、宗教法人四天王寺を母体とする学校法人四天王寺学園が設置する大学であり、 

聖徳太子の「仏教の精神」を建学の精神としている。この精神に基づいて大学院、大学、 

併設短期大学において心の教育を重要視し、社会に有為な人材を送り出すための教育課程 

を編成している。そのために、常に学科の教育内容の見直しを行い、平成２０年度には３ 

学部制とし、カリキュラムも改正した。 

大学院では博士前期課程および博士後期課程とも「人間・仏教・福祉」をキーワードと 

して、基礎的・体系的な研究能力を身につけ、継続的に自立していくことのできる高度の 

専門性を具備した専門家および指導者・研究者を養成している。 

大学は上述の改編を受けて、人文社会学部、教育学部、経営学部を有し、それぞれの学 

科・専攻において教育目的および到達目標を明示し、それぞれの専門教育に必要とされる 

授業科目を配しつつも、全人的な教育を行っている。授業科目の編成は、基礎教育科目と 

共通教育科目を一般教養とし、それに各学科・専攻の専門教育科目を配しており、バラン 

スのとれた教育が可能となっている。各学部の教育課程の主な特色は次のとおりである。 

人文社会学部は語学、社会学、福祉学などを学修し、実社会に貢献できる人材の養成を 

目的としている。その目的を達成するため、言語文化学科、英語文化学科、社会学科、人 

間福祉学科においては、それぞれの専門性を高めるための授業科目はもとより、関連する 

周辺科目の充実を図っている。教育学部は教員養成課程認定大学として本学が特に全学的 

に力を注いでいる学部であり、平成２０年から「教員養成カリキュラム委員会」を発足さ 

せて、これまでの教員養成校での確かな実績に基づき、さらに拡充発展を目指した。 

具体的には、小学校・幼児教育コース、中学校英語・小学校コース、保健教育コースの 

３コースに分かれており、それぞれのコースに適正な授業科目を編成している。経営学部 

では、単に経営の知識や技能を修得するだけでなく高い倫理観を備えた人材の育成を目指 

している。１年次の基礎となる演習などを経て、２年次以降は学生の興味や関心に応じて 

コース選択できる制度を設け、多様な専門分野の修得を可能にしている。 

このようにして、本学の教育課程は建学の精神に基づく「心の教育」を柱とする教養科 

目と高度な専門性を追究する専門教育科目から構成され、各学部、学科・専攻およびコー 

スに適正な授業科目を配している。その編成および担当者の配置については教授会をはじ 

め教務委員会、教員養成カリキュラム委員会、ファカルティ・ディベロップメント委員会、 

学科・専攻会議など各種の会議で定期的に慎重に検討を加えている。また、学生にはアン 

ケート調査などにより絶えず要望を聴き、改善すべき点などについては各種会議において 

協議しているところであり、本学の教育課程の取り組みは組織的に円滑になされていると 

評価できる。 

 

【基準３．改善・向上方策】 

高等学校卒業生の大学等進学率５３.９％（平成２１年度文部科学省学校基本調査によ 

る）が大学や短期大学へ進学するようになった。進学率の向上は入学生の多様化をもたら 

し大学は柔軟な対応を迫られている。社会的な要望を取り入れながら、質の向上を図るに 

はどうすればよいか早急に検討すべきである。教育課程の計画立案から実施まで本学は慎 

重に検討を加えてきたが、なお、時代の変化に即応すべく日常的な取り組みの中でより良 
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い方策を求めて改善に努めていかなければならない。 

しかしながら、現実問題として一人ひとりの教育職員への負担が増大しているのも事実 

であり、その負担率がどうしても不均衡にならざるを得ない状況がある。今後、そうした 

負担の軽減も配慮しつつ、より望ましい教育課程の編成を検討しなければならない。 

 

 


